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これまでの取組み

　県美術館を文化活動の拠点として、県民に親しまれ利用しやすく開かれた施設となるよう環境整備を進めるとともに、子ども
たちの豊かな情操をかん養する機会の拡充に取り組んできた。
　1　美術館を拠点とした質の高い文化・芸術に親しむ機会の充実
　　　・マスコミ等との実行委員会方式による年間５回程度の企画展の実施
　　　・愛媛ゆかりの作家など計画的な作品収集と、新鮮味のある所蔵品展の開催
　　　・学校との連携、対話型鑑賞の支援、情報発信の強化などによる多様な学習機会の提供
　2　子どもたちの豊かな情操を養う教育の推進
　　　・歌いつごう日本の歌開催事業、合唱や吹奏楽コンクールの実施、全国高等学校総合文化祭への派遣等
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藤田　享教育委員会 管理部

　優れた芸術に触れる機会や様々な文化活動を体験する機会を充実することにより、県民の文化・芸術活動への
意欲を高めるとともに、新しい愛媛文化の創造を担う人材の育成をめざす。
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今 後 予 測 さ れ る
環 境 変 化

少子高齢化が進行する中で、増加する中高年世代の人々が、自己実現を図り、心豊かで健康的な生活を送るた
め、「文化に親しむ環境や機会づくり」が一層求められるものと考えられる。
　また、子どもにとっても、豊かな人間性や創造力を育むうえで文化の果たすべき役割は大きいため、優れた芸術
文化に接する機会提供の必要性は高まるものと思われる。

　美術館では、これまでの計画を総括した新たな中期運営計画（平成26年度から5年間）を策定し、入館者の
増加に向け、各種事業の充実に努めているところである。
　今後も魅力ある企画展や所蔵品展等を開催することにより、年間利用者数の増加を図ることは可能である。
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最終目標

施 策 の 評 価
　文化芸術振興基本法第４条では、地方公共団体の責務として「文化芸術の振興に関し、国との連携を図り
つつ、自主的かつ主体的にその地域の特性に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。」と規定し
ており、県民を対象とした、文化に親しむ環境や機会の創出に関する事業は、県が関与する必要性が高い。
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　文化に親しむ環境や機会の提供という施策の成果を
みる指標としては、事業の拠点施設となる美術館の年間
利用者数が最も適切である。
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事業予算
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今 後 の 方 向 ① （ 施 策 の 方 向 性 ）

91,904

　人々が精神的な充足感や地域社会での連帯感を失いつつある今日、文化の振興を通じて地域社会を活性化させ､
ゆとりと潤いの実感できる心豊かで魅力ある地域社会づくりが求められており、あらゆる世代の県民に、優れた文化に
接する機会を提供し、豊かな感性と創造性を育み、文化の創造を担う人材の育成を図る必要があるため、引き続き次
の事業の取り組みを進める。
①効果的､効率的な運営
　○美術館のより適正な維持管理・運営
②優れた文化に接する機会の充実
　○美術館展示事業における民間企業との実行委員会方式による企画展の充実
③子ども文化鑑賞・体験機会の充実
　○「歌いつごう日本の歌」コンサート、合唱や吹奏楽コンクールの開催等の継続
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事業名

美術館展示事業費

美術館事業運営費

美術館管理運営費

美術品等収集調査費

情操教育推進事業費

高等学校文化活動振興事業費

美術館南館耐震診断事業費

1,201
重要伝統的建造物群保存修理費
補助金

（Ｈ27新規事業）

美術館南館耐震改修設計事業費


